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  絶世の美女として、　“ハリウッド・ビューティ
ー”の名を欲しいままにした、女優のエリザベ

ス・テイラー。

先天的な彼女の　“二重まつ毛”は、彼女の深
く美しい青い瞳をより鮮明に引き立たせ、その

絶対たる演技

力と共に彼女をハリウッドの頂点へと誘った。

　“リズ（Liz）”という愛称で親しまれたエリ
ザベス・テイラー

は、1932年 2月 27日にイギリス・ロンド
ン北西部のハム

ステッド・ガーデン・サヴァーブで、画商の父
と舞台女優をし

ていた母との間に、二人兄妹の妹として誕生し
た。両親はアメ

リカ・カンザス州出身のアメリカ人だった。彼
女にとって最初

の映画出演となったのは10歳の時、『The
re's One Born 

Every Minute』というユニヴァーサル映画
のコメディ作品

だった。しかし、この映画での彼女は目立
つこともなく、

MGM映画に移籍、週給100ドルで7年契約
を結んだ。その

契約を結ぶきっかけとなった作品は、1943
年に製作された

『名犬ラッシー家路』で、共演したロディ・
マクドウォールは

のちに彼女のことを「その二重まぶたは、大き
なスクリーンに

映し出されるために生まれてきたような美しさ
だった」と、彼

女の美貌について回想している。すみれ色にも
見える深い青色

の美しい瞳と先天的な二重まつげは、彼女の美
しさを際立たせ

た。また演技の才能も豊かで、一回きりの演
技でOKとなる

ところから、“ワンショット・リズ”とも呼ばれ
るようになった。

この“ワンショット・リズ”を支えたのが、か
つて舞台女優を

していた母親だった。ステージ・ママとなった
母親は、即興で

泣けるようになるまで容赦なく稽古させた。ま
た撮影中の娘を

監視し続けては、発声やミスを指摘した。そん
な母親に嫌気が

差し、16歳の時に女優業を辞めることを母親
に告げた彼女に

母親はこう諭した。

 「貴方には責任があるのよ。私たち家族にだけ
ではなく、この

国、さらには全世界に対してのね」

  大きなスクリーンに映し出されるために生
まれきた彼女は、

その後も女優業を続けることとなった。大人
びた顔立ちから、

実年齢よりも歳上の役が多く、にもかかわらず
、彼女はその才

能で着実にハリウッドのトップ女優への道を歩
み出した。

  1944年に主演した『緑園の天使』を皮切
りに、1949年

には、モンゴメリー・クリフトと共演した『陽の
あたる場所』（公

開は1951年）、さらには同年出演した『若草
物語』がヒット。

1950年には、スペンサー・トレーシーと共演
した『花嫁の父』、

さらには、ロック・ハドソンやジェームス・デ
ィーンと共演し

た1956年作品の『ジャイアンツ』もヒッ
ト作品となった。

1958年には、『熱いトタン屋根の猫』、195
9年には、『去年

の夏、突然に』にも出演しヒットさせ、1960年
に出演した『バ

ターフィールド8』で、念願のアカデミー主演
女優賞を獲得し

た。ハリウッドのトップ女優の座を射止めた彼
女は、恋多き女

性としても知られ、7人の男性と 8回の結婚
を繰り返した。

なかでも、映画『クレオパトラ』他、全11本
の作品で共演し

たイギリス人俳優のリチャード・バートンとは
、二度の結婚と

離婚を繰り返した。エリザベスはこの時、女優
としてのキャリ

アよりも二人の結婚生活を重視し、映画の配役
が回ってこない

ように、わざと体重を増やすことさえあったと
いう。

　そんな彼女を著述家のグロリア・スタイネム
はこう評してい

る。

 「エリザベスは、自惚れを持たない映画の女王
だった。自分の

言動を律する達人で、共演するほかの女優と揉
め事を起こした

ことは一度もない」

 エリザベスが二度目のアカデミー主演女優賞
を獲得した映画

『ヴァージニア・ウルフなんかこわくない』
の監督のマイク・

ニコルズは、「今まで一緒に仕事をした俳優のな
かで彼女がもっ

とも庶民的な心を持った女性だった。彼女は撮
影現場の電気技

師や単なるスタッフに対しても、チャリティ会
場で、ロス・チャ

イルド家の人たちと出会ったときと同様の接
し方をしていた

よ」

と評している。また映画監督のジョージ・キ
ューカーは、「ま

れにみる美徳ともいえる、飾らない優しい心
の持ち主だった」

とやはりエリザベスの素敵さを評している。そ
して、彼女の夫

でもあった俳優のリチャード・バートンも彼女
をこう評してい

る。

 「彼女は、今までで最も過小評価されている映
画女優の一人だ

と思うけれど、私は彼女が史上稀に見る素晴ら
しい女性だった

ということを知っている。誰も彼女の足元にも
及ばないよ」　

　“絶世の美女”と言われた歴史上のクレオパ
トラ。エリザベ

スはそのクレオパトラのイメージをより煌びや
かなものへと転

化させ、大衆にスクリーンの中から決定づけさ
すことに成功し

た。それはまさにハリウッドの〝絶世の美女〟
の彼女にしか成

し得ない演技だったと言えるのである。

ハリウッド黄金時代に煌いた絶世の美女

Elizabeth Taylor
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　そのコケティッシュな魅力で、世の男性を魅
了した“フランスのマリリン・モンロー”こと、

ブリジット・

バルドー。恋多き女性としても知られる彼女は
、動物保護活動にも尽力する、心やさしき女性

でもあった。

　ブリジット・バルドーは、1934年 9月 2
8日にフランス

のパリで誕生した。父親のルイは、『バルドー
』というガス会

社を経営していた社長で、母親のアンヌ・マリ
ー・ムセルは専

業主婦という裕福な家庭に生まれた。父親は会
社を経営する傍

ら、詩集も出版し、賞も受賞していた。4歳下
の妹に比べて学

校での成績が悪かったブリジットは、両親から
贔屓されている

妹を見ては、「どうして私は生まれてきたの
だろう」などと、

悩んだりもした。7歳の時にバレエを始めた彼
女は、そこで生

まれて初めて賞を獲得、1948年にはフラン
ス国立高等音楽

院に、150人中 10人の中に選ばれるという
見事な成績で合

格してみせた。そして、ブルターニュ地域圏レン
ヌでクリスチャ

ン・ホワのエトワール・バレエの劇団に参加し
た。

　ブリジットが15歳となった1949年には
、雑誌のディレ

クターを務めていたエレーヌ・ラザレフとブリ
ジットの母が親

友であったことから、女性向けのファッション
雑誌『Elle』の

ファッション・モデルを務めることとなった。
愛らしい彼女の

人気は高まり、さらに表紙も飾ったことによ
って雑誌のマス

コット的存在となった。そんな彼女の存在を知
った映画監督の

マルク・アレグレが、彼女を映画界に誘おうと
したものの、両

親は娘が女優になることに反対。しかし、祖父
が両親を説得し、

アレグレ監督のアシスタント監督を務めてい
たロジェ・ヴァ

ディムがメガホンを取った映画に出演すること
となった。結果

的にこの映画が上映されることはなかったが、
この映画のため

に行われたオーディションがヴァディムとブリ
ジットを結びつ

ける恋のきっかけとなった。ブリジットの両親
はヴァディムと

の交際に反対し、ブリジットをイギリスにやり
、二人の仲を冷

まさせようとしたが、そのことに納得がいかな
かったブリジッ

トは、家族が留守中に自宅でガス自殺を図る。
家族に倒れてい

るところを発見され、奇跡的に意識が戻ったブ
リジットはイギ

リスへは行かせないで欲しいと父親に懇願し、
父親も18歳ま

で結婚しない事を条件にイギリス行きを撤回し
た。

　1952年 12月 21日、ブリジットは晴れ
てヴァディムと

結婚することが出来た。そして、1956年に
はヴァディムの

監督の下、映画『素直な悪女』で男たちを翻弄
する小悪魔を演

じ、フランスのセックス・シンボルとして一躍
有名女優となっ

た。この映画の撮影中に、共演者のジャン＝ル
イ・トランティ

ニャンと恋に落ちたブリジットは、翌1957
年 12月にヴァ

ディム監督と離婚。ジャン＝ルイも女優で妻
のステファーヌ・

オードランと別れた。このジャン＝ルイとの
スキャンダルで、

ブリジットは、“自堕落な女”“自由気ままな女
”と形容される

ようになった。その後も結婚、離婚、不倫を繰
り返す“恋多き

女”のブリジットは、女優業だけではなく、歌
手としても活動

するようになった。

　1967年にはフランスの作詞作曲家で、歌
手でもあったセ

ルジュ・ゲンスブールのプロデュースで、「ハ
ーレイ・ダビッ

ドソン」「ジュ・テーム・モワ・ノン・プリュ
」「ボニーとクラ

イド」などをレコーディング、翌年には、ゲン
スブールとの連

名でアルバム『ボニーとクライド』をリリース
した。

　当時、ギュンター・ザックスという男性と
結婚していたブ

リジットは、ゲンスブールと不倫関係にあり、
「ジュ・テーム・

モワ・ノン・プリュ」はそのことを露骨に示
した内容で、ブ

リジットとゲンスブールのデュエットに加え
、ブリジットに

よるあえぎ声の演技も含まれていた。そのこ
とにより、彼女

はこの歌のリリースを拒否（1984 年、ブリ
ジットは「売り

上げは動物愛護団体に寄付する」という条件
付きで、それま

でリリースを拒否していたこの曲のリリース
を認めている）、

ほどなくしてゲンスブールとの関係も円滑で
なくなり、別れ

ることとなった。ヴァディムとの結婚を反対さ
れ、自殺を図っ

た彼女は、1960 年にも自殺を図るなど、私
生活はかなり荒

れた状況が続き、1973年に映画界から引退
した。その後は、

動物愛護運動家として活動。1986 年には、
動物愛護施設を

作るために、彼女の宝石や服、ギターなどを
競売にかけて、

施設を建てている。

　同時期に世界的なセックス・シンボルとし
て人気だったマ

リリン・モンローと比較されることにブリジ
ッドはこう答え

ている。

「みんな、モンローか？ バルドーか？ どっ
ちがセクシーかっ

て、よってたかって勝手に比べるけど、私はマ
リリンのファン

なの。でも、影響を受けたとか、真似したとか
は一度もないわ。

だって、私は彼女の足元にも及ばないもの」　

　ブリジット・バルドーのBB、マリリン・
モンローのMM、

二人の韻を踏んだような煌びやかな頭文字の
響きは、永遠の

セックス・シンボルとして色褪せることはない
。

小悪魔スタイルで一世を風靡したフランス女
優

Brigitte Bardot 
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ユーモアと心温まる

郷愁感の世界

PUNCH'S

Style Works!
“Showa”

協力◎ Fujiaki ‘PUNCH’ Yamashita ／図工社

ロ
ボ
と
ボ
ク

ポ
ン
チ
長
屋
の
人
た
ち

01 1950 年代、飛行機に乗ってやってきたロボと若かりし日の母。（まだまだプロペラ機の全盛期）　02 ロボとボクとイヌ。（あ～、こういう犬小屋でしたね）03 UFO 遊びをす

るロボ。（新幹線 0 系！）

01ポンチ長屋オールスター !? 02 テケテケの竹内さん。（テリーの○○じょんがら節！）03 ストリート・ミュージシャンのドナルド。（精巧なサックスにも驚き）
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協力◎中島工房

昭 和
ノスタルジー

昭和に
タイムスリップ！

現代において貴重な時の過ごし方を

提示するジオラマ作品

「令和」の今、「平成」すら遠くになり、まして
や「昭和」

は移り行く時代の彼方へと……。そう感じて
しまうく

らい、現代は目まぐるしいスピードで時を刻ん
でいま

す。そんな現代に、やはり安堵感を与えてくれ
るのは

もの懐かしさ。それも昭和の郷愁だと感じる
ロカビ

リー・フリークは少なくないのではないでし
ょうか。

ここに紹介する中島工房のジオラマ作品集は、
個々の

ストーリーを生み出し、私たちに貴重な時の過
ごし方

を改めて提示しています。
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』というガス会

社を経営していた社長で、母親のアンヌ・マリ
ー・ムセルは専

業主婦という裕福な家庭に生まれた。父親は会
社を経営する傍

ら、詩集も出版し、賞も受賞していた。4歳下
の妹に比べて学

校での成績が悪かったブリジットは、両親から
贔屓されている

妹を見ては、「どうして私は生まれてきたの
だろう」などと、

悩んだりもした。7歳の時にバレエを始めた彼
女は、そこで生

まれて初めて賞を獲得、1948年にはフラン
ス国立高等音楽

院に、150人中 10人の中に選ばれるという
見事な成績で合

格してみせた。そして、ブルターニュ地域圏レン
ヌでクリスチャ

ン・ホワのエトワール・バレエの劇団に参加し
た。

　ブリジットが15歳となった1949年には
、雑誌のディレ

クターを務めていたエレーヌ・ラザレフとブリ
ジットの母が親

友であったことから、女性向けのファッション
雑誌『Elle』の

ファッション・モデルを務めることとなった。
愛らしい彼女の

人気は高まり、さらに表紙も飾ったことによ
って雑誌のマス

コット的存在となった。そんな彼女の存在を知
った映画監督の

マルク・アレグレが、彼女を映画界に誘おうと
したものの、両

親は娘が女優になることに反対。しかし、祖父
が両親を説得し、

アレグレ監督のアシスタント監督を務めてい
たロジェ・ヴァ

ディムがメガホンを取った映画に出演すること
となった。結果

的にこの映画が上映されることはなかったが、
この映画のため

に行われたオーディションがヴァディムとブリ
ジットを結びつ

ける恋のきっかけとなった。ブリジットの両親
はヴァディムと

の交際に反対し、ブリジットをイギリスにやり
、二人の仲を冷

まさせようとしたが、そのことに納得がいかな
かったブリジッ

トは、家族が留守中に自宅でガス自殺を図る。
家族に倒れてい

るところを発見され、奇跡的に意識が戻ったブ
リジットはイギ

リスへは行かせないで欲しいと父親に懇願し、
父親も18歳ま

で結婚しない事を条件にイギリス行きを撤回し
た。

　1952年 12月 21日、ブリジットは晴れ
てヴァディムと

結婚することが出来た。そして、1956年に
はヴァディムの

監督の下、映画『素直な悪女』で男たちを翻弄
する小悪魔を演

じ、フランスのセックス・シンボルとして一躍
有名女優となっ

た。この映画の撮影中に、共演者のジャン＝ル
イ・トランティ

ニャンと恋に落ちたブリジットは、翌1957
年 12月にヴァ

ディム監督と離婚。ジャン＝ルイも女優で妻
のステファーヌ・

オードランと別れた。このジャン＝ルイとの
スキャンダルで、

ブリジットは、“自堕落な女”“自由気ままな女
”と形容される

ようになった。その後も結婚、離婚、不倫を繰
り返す“恋多き

女”のブリジットは、女優業だけではなく、歌
手としても活動

するようになった。

　1967年にはフランスの作詞作曲家で、歌
手でもあったセ

ルジュ・ゲンスブールのプロデュースで、「ハ
ーレイ・ダビッ

ドソン」「ジュ・テーム・モワ・ノン・プリュ
」「ボニーとクラ

イド」などをレコーディング、翌年には、ゲン
スブールとの連

名でアルバム『ボニーとクライド』をリリース
した。

　当時、ギュンター・ザックスという男性と
結婚していたブ

リジットは、ゲンスブールと不倫関係にあり、
「ジュ・テーム・

モワ・ノン・プリュ」はそのことを露骨に示
した内容で、ブ

リジットとゲンスブールのデュエットに加え
、ブリジットに

よるあえぎ声の演技も含まれていた。そのこ
とにより、彼女

はこの歌のリリースを拒否（1984 年、ブリ
ジットは「売り

上げは動物愛護団体に寄付する」という条件
付きで、それま

でリリースを拒否していたこの曲のリリース
を認めている）、

ほどなくしてゲンスブールとの関係も円滑で
なくなり、別れ

ることとなった。ヴァディムとの結婚を反対さ
れ、自殺を図っ

た彼女は、1960 年にも自殺を図るなど、私
生活はかなり荒

れた状況が続き、1973年に映画界から引退
した。その後は、

動物愛護運動家として活動。1986 年には、
動物愛護施設を

作るために、彼女の宝石や服、ギターなどを
競売にかけて、

施設を建てている。

　同時期に世界的なセックス・シンボルとし
て人気だったマ

リリン・モンローと比較されることにブリジ
ッドはこう答え

ている。

「みんな、モンローか？ バルドーか？ どっ
ちがセクシーかっ

て、よってたかって勝手に比べるけど、私はマ
リリンのファン

なの。でも、影響を受けたとか、真似したとか
は一度もないわ。

だって、私は彼女の足元にも及ばないもの」　

　ブリジット・バルドーのBB、マリリン・
モンローのMM、

二人の韻を踏んだような煌びやかな頭文字の
響きは、永遠の

セックス・シンボルとして色褪せることはない
。

小悪魔スタイルで一世を風靡したフランス女
優

Brigitte Bardot 
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協力◎中島工房

昭 和
ノスタルジー

昭和に
タイムスリップ！

現代において貴重な時の過ごし方を

提示するジオラマ作品

「令和」の今、「平成」すら遠くになり、まして
や「昭和」

は移り行く時代の彼方へと……。そう感じて
しまうく

らい、現代は目まぐるしいスピードで時を刻ん
でいま

す。そんな現代に、やはり安堵感を与えてくれ
るのは

もの懐かしさ。それも昭和の郷愁だと感じる
ロカビ

リー・フリークは少なくないのではないでし
ょうか。

ここに紹介する中島工房のジオラマ作品集は、
個々の

ストーリーを生み出し、私たちに貴重な時の過
ごし方

を改めて提示しています。
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  絶世の美女として、　“ハリウッド・ビューティ
ー”の名を欲しいままにした、女優のエリザベ

ス・テイラー。

先天的な彼女の　“二重まつ毛”は、彼女の深
く美しい青い瞳をより鮮明に引き立たせ、その

絶対たる演技

力と共に彼女をハリウッドの頂点へと誘った。

　“リズ（Liz）”という愛称で親しまれたエリ
ザベス・テイラー

は、1932年 2月 27日にイギリス・ロンド
ン北西部のハム

ステッド・ガーデン・サヴァーブで、画商の父
と舞台女優をし

ていた母との間に、二人兄妹の妹として誕生し
た。両親はアメ

リカ・カンザス州出身のアメリカ人だった。彼
女にとって最初

の映画出演となったのは10歳の時、『Ther
e's One Born 

Every Minute』というユニヴァーサル映画
のコメディ作品

だった。しかし、この映画での彼女は目立
つこともなく、

MGM映画に移籍、週給100ドルで7年契約
を結んだ。その

契約を結ぶきっかけとなった作品は、1943
年に製作された

『名犬ラッシー家路』で、共演したロディ・
マクドウォールは

のちに彼女のことを「その二重まぶたは、大き
なスクリーンに

映し出されるために生まれてきたような美しさ
だった」と、彼

女の美貌について回想している。すみれ色にも
見える深い青色

の美しい瞳と先天的な二重まつげは、彼女の美
しさを際立たせ

た。また演技の才能も豊かで、一回きりの演
技でOKとなる

ところから、“ワンショット・リズ”とも呼ばれ
るようになった。

この“ワンショット・リズ”を支えたのが、か
つて舞台女優を

していた母親だった。ステージ・ママとなった
母親は、即興で

泣けるようになるまで容赦なく稽古させた。ま
た撮影中の娘を

監視し続けては、発声やミスを指摘した。そん
な母親に嫌気が

差し、16歳の時に女優業を辞めることを母親
に告げた彼女に

母親はこう諭した。

 「貴方には責任があるのよ。私たち家族にだけ
ではなく、この

国、さらには全世界に対してのね」

  大きなスクリーンに映し出されるために生
まれきた彼女は、

その後も女優業を続けることとなった。大人
びた顔立ちから、

実年齢よりも歳上の役が多く、にもかかわらず
、彼女はその才

能で着実にハリウッドのトップ女優への道を歩
み出した。

  1944年に主演した『緑園の天使』を皮切
りに、1949年

には、モンゴメリー・クリフトと共演した『陽の
あたる場所』（公

開は1951年）、さらには同年出演した『若草
物語』がヒット。

1950年には、スペンサー・トレーシーと共演
した『花嫁の父』、

さらには、ロック・ハドソンやジェームス・デ
ィーンと共演し

た1956年作品の『ジャイアンツ』もヒッ
ト作品となった。

1958年には、『熱いトタン屋根の猫』、195
9年には、『去年

の夏、突然に』にも出演しヒットさせ、1960年
に出演した『バ

ターフィールド8』で、念願のアカデミー主演
女優賞を獲得し

た。ハリウッドのトップ女優の座を射止めた彼
女は、恋多き女

性としても知られ、7人の男性と 8回の結婚
を繰り返した。

なかでも、映画『クレオパトラ』他、全11本
の作品で共演し

たイギリス人俳優のリチャード・バートンとは
、二度の結婚と

離婚を繰り返した。エリザベスはこの時、女優
としてのキャリ

アよりも二人の結婚生活を重視し、映画の配役
が回ってこない

ように、わざと体重を増やすことさえあったと
いう。

　そんな彼女を著述家のグロリア・スタイネム
はこう評してい

る。

 「エリザベスは、自惚れを持たない映画の女王
だった。自分の

言動を律する達人で、共演するほかの女優と揉
め事を起こした

ことは一度もない」

 エリザベスが二度目のアカデミー主演女優賞
を獲得した映画

『ヴァージニア・ウルフなんかこわくない』
の監督のマイク・

ニコルズは、「今まで一緒に仕事をした俳優のな
かで彼女がもっ

とも庶民的な心を持った女性だった。彼女は撮
影現場の電気技

師や単なるスタッフに対しても、チャリティ会
場で、ロス・チャ

イルド家の人たちと出会ったときと同様の接
し方をしていた

よ」

と評している。また映画監督のジョージ・キ
ューカーは、「ま

れにみる美徳ともいえる、飾らない優しい心
の持ち主だった」

とやはりエリザベスの素敵さを評している。そ
して、彼女の夫

でもあった俳優のリチャード・バートンも彼女
をこう評してい

る。

 「彼女は、今までで最も過小評価されている映
画女優の一人だ

と思うけれど、私は彼女が史上稀に見る素晴ら
しい女性だった

ということを知っている。誰も彼女の足元にも
及ばないよ」　

　“絶世の美女”と言われた歴史上のクレオパ
トラ。エリザベ

スはそのクレオパトラのイメージをより煌びや
かなものへと転

化させ、大衆にスクリーンの中から決定づけさ
すことに成功し

た。それはまさにハリウッドの〝絶世の美女〟
の彼女にしか成

し得ない演技だったと言えるのである。

ハリウッド黄金時代に煌いた絶世の美女

Elizabeth Taylor
H O O L Y W O O D  B E A U T Y

04

05

THE ★ ROCKABILLY! 6

THE ★ ROCKABILLY! 6

Pic : Silver Screen Collection / Getty Images

　そのコケティッシュな魅力で、世の男性を魅
了した“フランスのマリリン・モンロー”こと、
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バルドー。恋多き女性としても知られる彼女は
、動物保護活動にも尽力する、心やさしき女性

でもあった。

　ブリジット・バルドーは、1934年 9月 2
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のパリで誕生した。父親のルイは、『バルドー
』というガス会

社を経営していた社長で、母親のアンヌ・マリ
ー・ムセルは専

業主婦という裕福な家庭に生まれた。父親は会
社を経営する傍

ら、詩集も出版し、賞も受賞していた。4歳下
の妹に比べて学

校での成績が悪かったブリジットは、両親から
贔屓されている

妹を見ては、「どうして私は生まれてきたの
だろう」などと、

悩んだりもした。7歳の時にバレエを始めた彼
女は、そこで生

まれて初めて賞を獲得、1948年にはフラン
ス国立高等音楽

院に、150人中 10人の中に選ばれるという
見事な成績で合

格してみせた。そして、ブルターニュ地域圏レン
ヌでクリスチャ

ン・ホワのエトワール・バレエの劇団に参加し
た。

　ブリジットが15歳となった1949年には
、雑誌のディレ

クターを務めていたエレーヌ・ラザレフとブリ
ジットの母が親

友であったことから、女性向けのファッション
雑誌『Elle』の

ファッション・モデルを務めることとなった。
愛らしい彼女の

人気は高まり、さらに表紙も飾ったことによ
って雑誌のマス

コット的存在となった。そんな彼女の存在を知
った映画監督の

マルク・アレグレが、彼女を映画界に誘おうと
したものの、両

親は娘が女優になることに反対。しかし、祖父
が両親を説得し、

アレグレ監督のアシスタント監督を務めてい
たロジェ・ヴァ

ディムがメガホンを取った映画に出演すること
となった。結果

的にこの映画が上映されることはなかったが、
この映画のため

に行われたオーディションがヴァディムとブリ
ジットを結びつ

ける恋のきっかけとなった。ブリジットの両親
はヴァディムと

の交際に反対し、ブリジットをイギリスにやり
、二人の仲を冷

まさせようとしたが、そのことに納得がいかな
かったブリジッ

トは、家族が留守中に自宅でガス自殺を図る。
家族に倒れてい

るところを発見され、奇跡的に意識が戻ったブ
リジットはイギ

リスへは行かせないで欲しいと父親に懇願し、
父親も18歳ま

で結婚しない事を条件にイギリス行きを撤回し
た。

　1952年 12月 21日、ブリジットは晴れ
てヴァディムと

結婚することが出来た。そして、1956年に
はヴァディムの

監督の下、映画『素直な悪女』で男たちを翻弄
する小悪魔を演

じ、フランスのセックス・シンボルとして一躍
有名女優となっ

た。この映画の撮影中に、共演者のジャン＝ル
イ・トランティ

ニャンと恋に落ちたブリジットは、翌1957
年 12月にヴァ

ディム監督と離婚。ジャン＝ルイも女優で妻
のステファーヌ・

オードランと別れた。このジャン＝ルイとの
スキャンダルで、

ブリジットは、“自堕落な女”“自由気ままな女
”と形容される

ようになった。その後も結婚、離婚、不倫を繰
り返す“恋多き

女”のブリジットは、女優業だけではなく、歌
手としても活動

するようになった。

　1967年にはフランスの作詞作曲家で、歌
手でもあったセ

ルジュ・ゲンスブールのプロデュースで、「ハ
ーレイ・ダビッ

ドソン」「ジュ・テーム・モワ・ノン・プリュ
」「ボニーとクラ

イド」などをレコーディング、翌年には、ゲン
スブールとの連

名でアルバム『ボニーとクライド』をリリース
した。

　当時、ギュンター・ザックスという男性と
結婚していたブ

リジットは、ゲンスブールと不倫関係にあり、
「ジュ・テーム・

モワ・ノン・プリュ」はそのことを露骨に示
した内容で、ブ

リジットとゲンスブールのデュエットに加え
、ブリジットに

よるあえぎ声の演技も含まれていた。そのこ
とにより、彼女

はこの歌のリリースを拒否（1984 年、ブリ
ジットは「売り

上げは動物愛護団体に寄付する」という条件
付きで、それま

でリリースを拒否していたこの曲のリリース
を認めている）、

ほどなくしてゲンスブールとの関係も円滑で
なくなり、別れ

ることとなった。ヴァディムとの結婚を反対さ
れ、自殺を図っ

た彼女は、1960 年にも自殺を図るなど、私
生活はかなり荒

れた状況が続き、1973年に映画界から引退
した。その後は、

動物愛護運動家として活動。1986 年には、
動物愛護施設を

作るために、彼女の宝石や服、ギターなどを
競売にかけて、

施設を建てている。

　同時期に世界的なセックス・シンボルとし
て人気だったマ

リリン・モンローと比較されることにブリジ
ッドはこう答え

ている。

「みんな、モンローか？ バルドーか？ どっ
ちがセクシーかっ

て、よってたかって勝手に比べるけど、私はマ
リリンのファン

なの。でも、影響を受けたとか、真似したとか
は一度もないわ。

だって、私は彼女の足元にも及ばないもの」　

　ブリジット・バルドーのBB、マリリン・
モンローのMM、

二人の韻を踏んだような煌びやかな頭文字の
響きは、永遠の

セックス・シンボルとして色褪せることはない
。
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01 1950 年代、飛行機に乗ってやってきたロボと若かりし日の母。（まだまだプロペラ機の全盛期）　02 ロボとボクとイヌ。（あ～、こういう犬小屋でしたね）03 UFO 遊びをす

るロボ。（新幹線 0 系！）

01ポンチ長屋オールスター !? 02 テケテケの竹内さん。（テリーの○○じょんがら節！）03 ストリート・ミュージシャンのドナルド。（精巧なサックスにも驚き）
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協力◎中島工房

昭 和
ノスタルジー

昭和に
タイムスリップ！

現代において貴重な時の過ごし方を

提示するジオラマ作品

「令和」の今、「平成」すら遠くになり、まして
や「昭和」

は移り行く時代の彼方へと……。そう感じて
しまうく

らい、現代は目まぐるしいスピードで時を刻ん
でいま

す。そんな現代に、やはり安堵感を与えてくれ
るのは

もの懐かしさ。それも昭和の郷愁だと感じる
ロカビ

リー・フリークは少なくないのではないでし
ょうか。

ここに紹介する中島工房のジオラマ作品集は、
個々の

ストーリーを生み出し、私たちに貴重な時の過
ごし方

を改めて提示しています。
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  絶世の美女として、　“ハリウッド・ビューティ
ー”の名を欲しいままにした、女優のエリザベ

ス・テイラー。

先天的な彼女の　“二重まつ毛”は、彼女の深
く美しい青い瞳をより鮮明に引き立たせ、その

絶対たる演技

力と共に彼女をハリウッドの頂点へと誘った。

　“リズ（Liz）”という愛称で親しまれたエリ
ザベス・テイラー

は、1932年 2月 27日にイギリス・ロンド
ン北西部のハム

ステッド・ガーデン・サヴァーブで、画商の父
と舞台女優をし

ていた母との間に、二人兄妹の妹として誕生し
た。両親はアメ

リカ・カンザス州出身のアメリカ人だった。彼
女にとって最初

の映画出演となったのは10歳の時、『Ther
e's One Born 

Every Minute』というユニヴァーサル映画
のコメディ作品

だった。しかし、この映画での彼女は目立
つこともなく、

MGM映画に移籍、週給100ドルで7年契約
を結んだ。その

契約を結ぶきっかけとなった作品は、1943
年に製作された

『名犬ラッシー家路』で、共演したロディ・
マクドウォールは

のちに彼女のことを「その二重まぶたは、大き
なスクリーンに

映し出されるために生まれてきたような美しさ
だった」と、彼

女の美貌について回想している。すみれ色にも
見える深い青色

の美しい瞳と先天的な二重まつげは、彼女の美
しさを際立たせ

た。また演技の才能も豊かで、一回きりの演
技でOKとなる

ところから、“ワンショット・リズ”とも呼ばれ
るようになった。

この“ワンショット・リズ”を支えたのが、か
つて舞台女優を

していた母親だった。ステージ・ママとなった
母親は、即興で

泣けるようになるまで容赦なく稽古させた。ま
た撮影中の娘を

監視し続けては、発声やミスを指摘した。そん
な母親に嫌気が

差し、16歳の時に女優業を辞めることを母親
に告げた彼女に

母親はこう諭した。

 「貴方には責任があるのよ。私たち家族にだけ
ではなく、この

国、さらには全世界に対してのね」

  大きなスクリーンに映し出されるために生
まれきた彼女は、

その後も女優業を続けることとなった。大人
びた顔立ちから、

実年齢よりも歳上の役が多く、にもかかわらず
、彼女はその才

能で着実にハリウッドのトップ女優への道を歩
み出した。

  1944年に主演した『緑園の天使』を皮切
りに、1949年

には、モンゴメリー・クリフトと共演した『陽の
あたる場所』（公

開は1951年）、さらには同年出演した『若草
物語』がヒット。

1950年には、スペンサー・トレーシーと共演
した『花嫁の父』、

さらには、ロック・ハドソンやジェームス・デ
ィーンと共演し

た1956年作品の『ジャイアンツ』もヒッ
ト作品となった。

1958年には、『熱いトタン屋根の猫』、195
9年には、『去年

の夏、突然に』にも出演しヒットさせ、1960年
に出演した『バ

ターフィールド8』で、念願のアカデミー主演
女優賞を獲得し

た。ハリウッドのトップ女優の座を射止めた彼
女は、恋多き女

性としても知られ、7人の男性と 8回の結婚
を繰り返した。

なかでも、映画『クレオパトラ』他、全11本
の作品で共演し

たイギリス人俳優のリチャード・バートンとは
、二度の結婚と

離婚を繰り返した。エリザベスはこの時、女優
としてのキャリ

アよりも二人の結婚生活を重視し、映画の配役
が回ってこない

ように、わざと体重を増やすことさえあったと
いう。

　そんな彼女を著述家のグロリア・スタイネム
はこう評してい

る。

 「エリザベスは、自惚れを持たない映画の女王
だった。自分の

言動を律する達人で、共演するほかの女優と揉
め事を起こした

ことは一度もない」

 エリザベスが二度目のアカデミー主演女優賞
を獲得した映画

『ヴァージニア・ウルフなんかこわくない』
の監督のマイク・

ニコルズは、「今まで一緒に仕事をした俳優のな
かで彼女がもっ

とも庶民的な心を持った女性だった。彼女は撮
影現場の電気技

師や単なるスタッフに対しても、チャリティ会
場で、ロス・チャ

イルド家の人たちと出会ったときと同様の接
し方をしていた

よ」

と評している。また映画監督のジョージ・キ
ューカーは、「ま

れにみる美徳ともいえる、飾らない優しい心
の持ち主だった」

とやはりエリザベスの素敵さを評している。そ
して、彼女の夫

でもあった俳優のリチャード・バートンも彼女
をこう評してい

る。

 「彼女は、今までで最も過小評価されている映
画女優の一人だ

と思うけれど、私は彼女が史上稀に見る素晴ら
しい女性だった

ということを知っている。誰も彼女の足元にも
及ばないよ」　

　“絶世の美女”と言われた歴史上のクレオパ
トラ。エリザベ

スはそのクレオパトラのイメージをより煌びや
かなものへと転

化させ、大衆にスクリーンの中から決定づけさ
すことに成功し

た。それはまさにハリウッドの〝絶世の美女〟
の彼女にしか成

し得ない演技だったと言えるのである。

ハリウッド黄金時代に煌いた絶世の美女

Elizabeth Taylor
H O O L Y W O O D  B E A U T Y
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　そのコケティッシュな魅力で、世の男性を魅
了した“フランスのマリリン・モンロー”こと、

ブリジット・

バルドー。恋多き女性としても知られる彼女は
、動物保護活動にも尽力する、心やさしき女性

でもあった。

　ブリジット・バルドーは、1934年 9月 2
8日にフランス

のパリで誕生した。父親のルイは、『バルドー
』というガス会

社を経営していた社長で、母親のアンヌ・マリ
ー・ムセルは専

業主婦という裕福な家庭に生まれた。父親は会
社を経営する傍

ら、詩集も出版し、賞も受賞していた。4歳下
の妹に比べて学

校での成績が悪かったブリジットは、両親から
贔屓されている

妹を見ては、「どうして私は生まれてきたの
だろう」などと、

悩んだりもした。7歳の時にバレエを始めた彼
女は、そこで生

まれて初めて賞を獲得、1948年にはフラン
ス国立高等音楽

院に、150人中 10人の中に選ばれるという
見事な成績で合

格してみせた。そして、ブルターニュ地域圏レン
ヌでクリスチャ

ン・ホワのエトワール・バレエの劇団に参加し
た。

　ブリジットが15歳となった1949年には
、雑誌のディレ

クターを務めていたエレーヌ・ラザレフとブリ
ジットの母が親

友であったことから、女性向けのファッション
雑誌『Elle』の

ファッション・モデルを務めることとなった。
愛らしい彼女の

人気は高まり、さらに表紙も飾ったことによ
って雑誌のマス

コット的存在となった。そんな彼女の存在を知
った映画監督の

マルク・アレグレが、彼女を映画界に誘おうと
したものの、両

親は娘が女優になることに反対。しかし、祖父
が両親を説得し、

アレグレ監督のアシスタント監督を務めてい
たロジェ・ヴァ

ディムがメガホンを取った映画に出演すること
となった。結果

的にこの映画が上映されることはなかったが、
この映画のため

に行われたオーディションがヴァディムとブリ
ジットを結びつ

ける恋のきっかけとなった。ブリジットの両親
はヴァディムと

の交際に反対し、ブリジットをイギリスにやり
、二人の仲を冷

まさせようとしたが、そのことに納得がいかな
かったブリジッ

トは、家族が留守中に自宅でガス自殺を図る。
家族に倒れてい

るところを発見され、奇跡的に意識が戻ったブ
リジットはイギ

リスへは行かせないで欲しいと父親に懇願し、
父親も18歳ま

で結婚しない事を条件にイギリス行きを撤回し
た。

　1952年 12月 21日、ブリジットは晴れ
てヴァディムと

結婚することが出来た。そして、1956年に
はヴァディムの

監督の下、映画『素直な悪女』で男たちを翻弄
する小悪魔を演

じ、フランスのセックス・シンボルとして一躍
有名女優となっ

た。この映画の撮影中に、共演者のジャン＝ル
イ・トランティ

ニャンと恋に落ちたブリジットは、翌1957
年 12月にヴァ

ディム監督と離婚。ジャン＝ルイも女優で妻
のステファーヌ・

オードランと別れた。このジャン＝ルイとの
スキャンダルで、

ブリジットは、“自堕落な女”“自由気ままな女
”と形容される

ようになった。その後も結婚、離婚、不倫を繰
り返す“恋多き

女”のブリジットは、女優業だけではなく、歌
手としても活動

するようになった。

　1967年にはフランスの作詞作曲家で、歌
手でもあったセ

ルジュ・ゲンスブールのプロデュースで、「ハ
ーレイ・ダビッ

ドソン」「ジュ・テーム・モワ・ノン・プリュ
」「ボニーとクラ

イド」などをレコーディング、翌年には、ゲン
スブールとの連

名でアルバム『ボニーとクライド』をリリース
した。

　当時、ギュンター・ザックスという男性と
結婚していたブ

リジットは、ゲンスブールと不倫関係にあり、
「ジュ・テーム・

モワ・ノン・プリュ」はそのことを露骨に示
した内容で、ブ

リジットとゲンスブールのデュエットに加え
、ブリジットに

よるあえぎ声の演技も含まれていた。そのこ
とにより、彼女

はこの歌のリリースを拒否（1984 年、ブリ
ジットは「売り

上げは動物愛護団体に寄付する」という条件
付きで、それま

でリリースを拒否していたこの曲のリリース
を認めている）、

ほどなくしてゲンスブールとの関係も円滑で
なくなり、別れ

ることとなった。ヴァディムとの結婚を反対さ
れ、自殺を図っ

た彼女は、1960 年にも自殺を図るなど、私
生活はかなり荒

れた状況が続き、1973年に映画界から引退
した。その後は、

動物愛護運動家として活動。1986 年には、
動物愛護施設を

作るために、彼女の宝石や服、ギターなどを
競売にかけて、

施設を建てている。

　同時期に世界的なセックス・シンボルとし
て人気だったマ

リリン・モンローと比較されることにブリジ
ッドはこう答え

ている。

「みんな、モンローか？ バルドーか？ どっ
ちがセクシーかっ

て、よってたかって勝手に比べるけど、私はマ
リリンのファン

なの。でも、影響を受けたとか、真似したとか
は一度もないわ。

だって、私は彼女の足元にも及ばないもの」　

　ブリジット・バルドーのBB、マリリン・
モンローのMM、

二人の韻を踏んだような煌びやかな頭文字の
響きは、永遠の

セックス・シンボルとして色褪せることはない
。

小悪魔スタイルで一世を風靡したフランス女
優

Brigitte Bardot 
H O O L Y W O O D  B E A U T Y
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